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幼保実践編～聞こう！話そう！こどもの居場所のはじめかた～
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社会福祉法人 みつは会について

地域振興整備公団（現在の独立行政法人都市再生機構）が整備した新興住宅地にある。

みどりのかぜ保育園（現みどりのかぜエデュカーレ）は、八戸市内の待機児童が100名を超
えた平成13年に公募によって選定され、平成15年9月に開園した。

定員60名からスタートしたが、年々待機児童が増え、平成25年には震災復興交付金による公
募により、みどりのかぜ北ウイングを開園した。

放課後児童クラブを併設しており、乳幼児期のみならず、学童期の子どもたちとも距離が近く
姉妹園の地域交流型forest gardenを中心に、様々な地域交流の輪が広がっている。

2.3年前には小中学校の教室が足りなくなるぐらい子どもの人口が増え、待機児童は多い時で
30人を超えたが、現在はピークを過ぎ、在籍園児数も横ばいの状態で落ち着いている。

もともとこの地に住んでいた人はおらず。すべての人が移住。そのためか、住民の年齢層も比
較的若く、町内活動も活発である。園も地域づくりに参画させていただく機会が多くあるためか、
協力体制が整っており、相互理解が得られやすい。



これまでの事業展開

平成１４年 学校法人から社会福祉法人立ち上げ 保育園開園

地域子育て支援拠点事業開始

平成２２年 放課後児童クラブ開園

平成２５年 多機能化・複合化保育園開園・非常災害時福祉避難所指定

令和 元年 こども食堂を始める

令和 ２年 地域交流型 forest garden 「みんなの森オアゾ」開園

令和 ４年 自主事業としてサークル、自由に遊べる場、駄菓子ショップ、つながり食堂等を始める

多機能型事業所（児童発達支援・保育所等訪問支援・放課後等デイサービス）

「はぁぐみ～ききょうの」開所

令和 ７年 こども誰でも通園制度試行的事業開始

こども第三の居場所「Le.ciel」（ル・シエル）包括支援モデル 開所

令和 8年 多機能型事業所（児童発達支援・保育所等訪問支援・放課後等デイサービス）

「うぃずみ～はくさんだい」（仮）開所予定
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幸せな地域づくりの核として・・・
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きっかけをくれたのは地域の声・・・

「子どもたちの楽しそうな声を聞いていたら私たちの居場所も作って欲しくなった」

（散歩途中のシニアに声をかけられた）

そうだ！子どもを真ん中にして、みんなの居場所を作ろう。

園が地域のコミュニティのプラットホームになれれば・・・

子ども×子育て世帯×スタッフ×地域

～ニーズからシーズへ～
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園に求められる新たな役割

こどもと子育て家庭に一番近い場所として、

園の環境を最大限に生かし、

「ここにいていいんだ」

「ここに居たらなんだかあったかい」

こどもを真ん中に誰でもがつながれる場、

家庭・地域をつなぐ場となっていきたい。



「居たい」 「行きたい」 「やってみたい」が実現する場所

保育の現場は子どもたちの

「居たい」「行きたい」「やってみたい」がいっぱい

思いは同じ。

全てのこどものための居場所へ！
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はじまりは2019。みんなの森オアゾから・・・



みんなが『家族』になれる場所

●こども食堂 夕暮れCafe ●つながり食堂 ほっこり

●Junior Job Staff

地域の誰でも参加OK！
つながる関係性を大切に…

親子でゆっくり夕食タイム

ママもひと休みできるね♪

長期休業期間を利用し

小学生が保育ボランティア体験をします。

ご褒美ランチもたまりません♪
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●ゆうぐれマルシェ
こどもと一緒にお野菜を選んで…。

収穫したら今度はみんなでお店屋さんするんだ！

●キラキラママCafeの日
ママだって楽しまなくっちゃ！

アロマ講座やフラワーアレンジメント、小物作りetc・・・

みんなが『家族』になれる場所

●パティスリー☆エデュ
パパとママをご招待！

小さなカフェオープン！

作ったクッキーとコーヒーをどうぞ♪
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●ハッピーエンジェル
就労支援Bの皆さんがボランティアに
来てくれています♪

●駄菓子ショップりんりん
お迎えの時間にお買い物を楽しむ親子。ママたち
と子どもたちの笑顔がはじけます。



みんなが『家族』になれる場所

●After School Café
放課後ゆっくり宿題したい小学生の場所

高校生ボランティアが

わからないところを教えてくれるよ♪

●ひなたぼっこの日
地域のシニアの皆様と一緒に野菜作り

畑作業の後は一緒にランチタイム♪
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宿題が終わっ
たらおやつ＆
おしゃべりタ
イム☆

●Father`ｓ team

パパも子育てにそして園に関わって！

●子育てママのおしゃべりCafeタイム
サークルの活動の帰りに親子でランチ＆おしゃべり



●離乳食教室ふるふる

栄養士の先生と一緒の楽しい離乳食講座

ベビーマッサージもあるよ♪

みんなの居場所と安心づくり
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●制服おさがり市
みんなでSDGS。お互い様の気持ちと環境への優しさを

●マタニティーサークルぽこりん
マタニティーママと同士おしゃべり！

ベビーへのプレゼントも作ったり・・

産前産後の不安や悩みを語り合って幸せな出産へ♪

●園でお引き取りエデュCOOP
園に欲しいものが届いちゃうからお買い物に行かなく
てもいいね♪

ママ今日は何つくるの？会話も弾みます！



●ビューティ マルシェ
“キレイ”と“健康”をテーマにした体験型イベント
白山台にある人気サロンやショップが大集合𓂃𓈒𓏸

ビューティー体験
屋外ヨガ・パーソナルトレーニングレッスン

フード＆カフェエリア
自然豊かな遊びエリア（お子さまエリア）

など、1日楽しめるコンテンツが盛りだくさん

オアゾにはベビーちゃん連れのママたちが大勢でした♪

もちろんママのリラックスタイムは一時預かり利用も
OK！
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子育てママの自分の居場所時間



●クリスマス点灯式
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地域まるっとマルシェと居場所づくり

地域の誰でも参加OK！
夢を語り合う時間も素敵です…
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こども第三の居場所『Le・ciel』ル・シエル
2025.10.1オープン

八戸市は青森県内でも不登校の数が多く、日中一人で家にいる

コロナ禍であぶり出された一日給食以外食べていない児童の存在

子ども達の声から聞こえてくる孤食

こども食堂の運営から見えてきた家族に持ち帰りたいという子どもの存在

子育てママたちの子育ての孤育て化

市内で散見される乳幼児の虐待事件

一人にならないために

温かいご飯を安心して食べられるように

学びや遊びを通じて未来を育むように

より良い子育て環境を作るために
安心とつながりを育みたい



法人の未来像を描く ～持続可能な経営に向けて～

・誰一人取り残さない法人運営を視野に
法人としての使命を自覚し、地域にとってなくてはならない存在でありたい。
就学前の子どもたちだけではなく、地域と共生し、包括的なコミニュティの基
盤となりたい。

・ユニバーサルな場として
こどもたちや地域の方が気軽に来て、やってみたい！やってみよう！が可能な
居場所としての体制を構築したい。

・法人内事業の転換も視野に
人口減少社会に突入していくことに鑑み、事業転換や事業分野の拡大も視野に
将来像を描く必要がある。

・選ばれる園づくりを！
これまで以上に選ばれる園づくりをしていかなくてはならない。
そのためには時代の風を読み、地域のあるいは子育てを取り巻くニーズに合った
経営をしていく覚悟がなければならない。
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ありがとう
ございました♡

社会福祉法人 みつは会  
理事長 田 頭 初 美
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